
駿

震

時

報

第

三

春

第

三

競

幸良

文

昭
和
四
年
六
月
三
日
の
深
層
地
震
調
査

鷺

坂

清

信

目
昭
和
四
年
六
月
三
日
午
前
六
時
三
十
九
分
頃
後
震
し
た
、
志
摩
牛
島
頚
部
に
震
央
を
有
す
る
地
震
は
、
所
謂
深
層
地
震

に
し
℃
、
例
に
依

'o
異
常
震
域
を
一
不
し
、
其
の
震
域
賞
に
庚
大
に
し
て
、
北
は
北
海
道
の
一
部
に
及
び
南
は
小
笠
原
、
西

は
鳥
取
j
高
知
の
雨
駿
の
一
部
に
ま
で
達
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
ω

従
来
深
層
地
震
は
和
達
技
師
に
よ

6
七
調
査
研
究
せ
ら
れ
、
先
づ
其
の
存
在
を
明
か
に
し
、
引
い
て
深
層
地
震
帯
の
存

在
乞
後
見
し
、
次
に
地
殻
上
層
可
成
深
所
迄
の
震
波
速
度
等
種
々
の
恒
数
を
算
出
し
‘
我
が
図
地
殻
上
層
の
構
造
を
理
解

宇
る
に
資
す
る
所
あ
A
y
o
或
は
エ
ス
・
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク
の
案
出
せ
る
V

グ
チ

l
y
-ア
、
一
フ
タ
ア
ヅ
ア
イ
ト
ク
戸
ぺ
の
臆
用

に
闘
し
、

一
新
法
を
案
出
せ
る
等
我
が
園
地
震
皐
界
に
大
い
に
貢
献
す
る
所
の
あ
っ
た
事
は
周
知
の
事
費
で
あ
る
。
，

一一一一
一一一



三
一
四

著
者
が
本
塁
地
震
掛
の
一
員
と
し
℃
、
該
地
震
の
調
査
に
従
事
ず
る
に
就
い
て
は
、
主
と
し
て
和
達
技
師
の
調
査
方
法

に
習
っ
た
の
で
あ
る
が
.
幸
に
し
て
此
の
地
震
の
震
央
は
陸
地
に
あ
っ
た
た
め
周
囲
の
観
測
が
得
ら
れ
‘
且
つ
後
震
機
巧

が
簡
単
な
る
魚
.
同
技
師
の
疑
問
と
せ
る
種
々
の
事
項
を
明
か
に
す
る
と
と
が
出
来
た
。

其
の
第
一
一
口
深
層
地
震
の
記
象
に
関
す
る
こ
と
に
し

τ‘
和
達
技
師
は
之
を
A
型

B
型
の
と
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
し
、

業
の
標
準
形
を
一
不

3
れ
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
其
の
記
象
型
の
設
明
は
単
に
其
の
形
の
設
明
に
止

b
、
其
の
記
象
型
の
因
つ

て
生
ず
る
所
以
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
著
者
口
そ
れ
を
此
慮
に
震
源
の
運
動
よ
ι
り
説
明
す
る
事
が
出
来
た
。
他
は
深
層
地

震
の
震
源
の
運
動
と
い
ム
重
大
な
問
題
を
、
或
る
程
度

J

迄
解
決
し
待
た
事
等
で
あ
る
。

突
に
本
調
査
の
内
容
を
摘
出
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
観
測
表

二
、
震
央
の
決
定

二
、
走
時
曲
線
(
縦
波
、
横
波
)
と
其
の
方
程
式

四
、
震
源
の
深
3

五
、
震
波
の
各
深
ヨ
に
於
け
る
速
度

六
、
震
源
の
運
動
の
研
究
(
断
層
地
震
な
る
と
と
)

初
動
方
向
よ
ム
リ
見
た
る
震
源
の
運
動



二
記
象
型
と
震
源
の
運
動

三
水
平
移
動
ー
と
考
へ
ら
れ
ゴ
る
節
々

七
、
断
層
地
震
と
異
常
震
域

て
観
測
表
此
の
地
震
の
調
査
に
関
し
、
地
方
測
候
所
ょ
。
中
央
気
象
蚕
宛
御
塗
奥
せ
ら
れ
た
る
地
震
記
象
紙
の
寝
し

ょ
台
、
著
者
自
身
に
て
駿
測
す
る
事
が
出
来
た
り
而
し
℃
此
彪
に
掲
載
せ
る
表
中
、
後
震
時
刻
は
地
方
測
候
所
に
て
議
ま

れ
た
俸
の
も
の
で
あ
る
が
、
初
期
微
動
時
間
と
初
動
方
向
曹
と
は
過
字
数
著
者
自
身
の
議
み
で
あ
る
。

初
期
微
動
時
聞
は
本
地
震
の
記
象
は
極
め
て
譲
み
易
き
た
め
、
地
方
測
候
所
の
譲
み
と
著
者
の
譲
み
は
誤
差
の
箆
固
で

一
致
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
研
究
の
た
め
同
じ
目
で
統
一
的
に
見
る
必
要
上
、
著
者
の
験
測
し
得
た
記
象
の
一
讃
み
は

総
て
そ
れ
を
掲
げ
る
と
と
に
し
た
。

同
じ
意
味
で
初
動
方
向
も
著
者
が
記
象
紙
の
潟
じ
よ
ぢ
、
自
身

K
て
駿
測
し
得
た
も
の
は
之
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
1

其

中
，
射
出
角
の
求
め
て
あ
る
も
の
は
上
下
、
水
平
共
に
グ
イ
I

へ
Y

ト
地
震
計
か
ら
符
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
同
一

様
式
の
地
震
計
な
る
故

K
此
庭
に
作
国
的
に
求
め
た
見
掛
の
射
出
角
が
正
し
う
値
に
近
く
あ
ら
う
0
.

観叫
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に
周
固
に
観
測
所
乞
有
つ
。
然
れ
ば
等
殺
震
時
線
で
も
、
等
初
期
微
動
線
で
も
容
易
に
其
の
震
央
を
知
る
事
が
出
来
る
。

其
の
上
該
地
震
は
初
動
方
向
が
極
め
て
明
瞭
な
'
り
し
た
め
、
断
層
線
や

p
相
節
線
が
求
め
ら
れ
た
。
日
疋
等
の
性
質
か
ら
巌

密
に
震
央
が
決
定
3
れ
た
の
で
あ
る
。
詳
細
は
後
節
に
論
ず
る
事
と
す
る
-

三
、
走
時
曲
線
(
縦
波
、
横
波
)
と
其
の
方
程
式

先
づ
縦
波
の
走
時
曲
線
乞
作
れ
ば
第
一
国
の
如
く
な
る
。

次
に
初
期
微
動
時
間
の
震
央
距
離
に
謝
す
る
園

(
P
I
S
-
A
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
)
た
作
成
し
た
も
の
吋
第
二
閏
と
し
て
一
不

し
た
。最

後
に
横
波
の
走
時
曲
線
を
求
む
る
に
は
‘
前
の
二
波

(p
波
及
び

p
l
s
波
)
の
走
時
曲
線
を
作
国
的
に
加
へ
た
の
で

あ
る
υ

即
ち
或
る
震
央
距
離
正
に
齢
制
す
る
S
波
(
横
波
)
の
殺
現
時
を
求
h
u

る
に
は
、

p
l
s
・
ム
園
上
で
ぶ
の
所
に
於
け

る

p
l
s
の
値
を
コ
ン
メ
ス
で
計
。
、
共
の
距
離
乞
P
波
(
縦
波
)
の
曲
線
上
の
同
じ
震
央
距
離
が
の
慮
の
後
震
時
に
加
へ

れ
ば
よ
い
誇
で
あ
る
。
然
れ
ば
多
く
の
震
央
距
離
ム
に
つ
き
℃
、
此
の
作
国
を
行
ぴ
其
の
和
の
端
を
遁
ず
る
曲
線
を
描
け

ば
求
む
る
横
波
の
走
時
曲
線
で
あ
石
。

著
者
は
此
庭
に
得
た
P
波
及
び
S
波
の
走
時
曲
線
ょ
の
震
源
の
深
3
及
び
地
殻
上
田
腐
の
各
深
3
に
於
け
る
震
波
の
速
度

を
算
出
せ
ん
た
め
に
之
に
必
要
な
る
諸
式
を
左
に
一
不

3
ん。

先
づ
震
波
線
の
方
程
式
を
求
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
其
の
基
礎
と
な
る
関
係
式
は
次
の
如
く
で
あ
る
1

(

和
達
氏
地
震

間
千
或
は
ガ
η
ノ
ヅ
チ
ン
氏
地
震
皐
参
照
)

、、

一一一一一一
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此
庭
に
%
は
地
球
の
中
心
ょ

b
r
な
る
距
離
に
あ
る
震
波
速
度
の
逆
数
で
お
か
一
、
?
は
其
の
屠
民
於
け
る
射
出
角
、
即
ち

震
波
線
ど
水
平
線
と
の
角
度
で
あ
る
。
脚
字

K
o
を
有
す
る
も
の
即
ち

仏
九
九
は
夫
々
地
表
面
の
値
で
あ
る
。

今
左
の
如
く
置
く

ぎ|ご J3lt

-
・
・
(
凶
)

。。定
C
H
a

然
れ
ば

ν
は
p
の
函
数
な
る
が
故
に

-
・
(
以
)

と
訟
く
事
が
出
来
る
。
今
一
つ
の
震
波
線
の
径
路
に
於
け
る
最
深
所
の

pp
の
値
乞
ん
と
し
)
'
震
央
距
離
ム
(
3③
)
を
求
む

句、H
A可
(
も
)

れ
は、.

「

]

[

門

出

℃

h
V
H
F

ニ

l

u

l

H

?
と
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(
串
)

」も
S

も
で
¥
唱
え
三

l

Q

e

h

一
f

p

又
之
に
相
賞
す
る
時
聞
は
次
の
式
'
で
奥
へ
ら
る



扱
向
及
び
山
門
は
メ
一
フ
メ
ー
タ
ー
N

い
に
依
っ
て
結
合
せ
ら
れ
、
震
源
劫
が
地
表
に
あ
る
時
の
走
時
曲
線
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
次
の
如
く
般
定
す
る
。

円
]
F

，

、

刷

、

凶

も

弘

も

，

叶
日
凶

S
O
L
i
l
l
i
-
-

ーも
(

Q

)

・・・・・・

-
-
-
-
J・
・
・
・
・
:
・
・
・
・
ゾ
・
・
・
・
・

1
・・
2

・・・・

1
3
)

)
も
ま

a
v
¥
i
j
q

同
(
羽
川
川
町
|
一
品
、
二
一

・r

-
-
-
u
・
{
岱
)

此
の
限
定
は
既
に
グ
ヰ
I
〈

Y
ト
や
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
等

K
依
っ
て
採
用
せ
ら
れ
)
よ
く
表
面
の
観
測
候
件
を
満
足
す

る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

式
向
の
関
係
を
向
山
門
に
適
用
す
る
に
例
式
に
注
意
し
て
次
の
如
主
式
を
得
る
。

-¥「ーーー一一f一ーーー-ノ
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此
の
式
を
前
に
得
、
た
走
時
曲
線
に
陪
応
用
し
ゃ
う
y
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
，
共
の
た
め
走
時
曲
線
に
立
ち
戻
っ
て
考
へ
て
見

る
に
バ
震
波
が
、
1
A
1

向
托
相
営
す
る
深

3
の
震
源
結
か
ら
殺
し
て
、
水
平
に
進
行
す
波
線
を
考
ふ
る
に
、
之
は
地
表
に
於
℃

最
小
な
る
射
出
角
乞
な
し
、
且
見
掛
の
表
面
速
度
も
最
小
な
か
。
即
ち
震
源
賭
か
ら
水
平
の
方
向
に
出
る
震
波
線
は
走
時



三
二
四

曲
線
の
轡
曲
姑
の
距
離
に
相
蛍
な
る
地
結
に
射
出
す
る
も
の
で
あ
る
?

今
別
式
を
積
分
し
て
、

m
円
例
及
、
ぴ
向
の
関
係
よ
ム
リ

岡、豆、
5
H
A可
(
百
三

)
H円
以

一-J
(

∞)

な
る
関
係
の
あ
る
と
と

K
注
意
す
れ
ば
次
の
如

3
結
果
と
な
る

、

，

問

時

e

G

h

〕

;

1

1

・

ヤ
T
]
戸
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H
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陪
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向
、
射
出
角
行
ζ

見
掛
の
表
面
速
度
。
と
の
問
に
は
次
の
関
係
式
が
あ
る
。

e= 

円

K
H

。。∞
q
c
H
J
U
l
H
S

主|己

f目、、
トa
c 
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更
に
此
の
式
左
剛
一
式
と
か
ら
震
波
線
の
最
深
所
に
於
け
る
速
度
を
m
m
'
と
す
れ
ば
其
の
深
ヨ
向
ξ
の
聞
に
は
次
の
式
が
導

か
れ
る
。

b 

1/ 

3|三

r旬、
トーA
ト4
、ーJ

モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク
屠
の
下
の
屠
「
便
利
の
た
め
第
二
屠
と
呼
ぶ
」
に
つ
主
て
臆

用
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
前
化
待
た
縦
波
及
ぴ
横
波
の
走
時
曲
線
に
遁
嘗
な
る
補
正
を
施
ヨ
ね
ば
な
ら
な

四
V

震
源
の
深
さ

前
節
に
示
し
た
式
を
.



v・
0 今

般
に
第
二
層
の
表
面
に
於
て
第
一
国
の

P
波
及
S
波
の
走
時
曲
線
が
符
ら
れ
た
も
の
と
し
て
.
此
の
国
よ
ι
り
轡
曲
黙

の
遅
傍
侭
於
け
る
諸
鈷
に
つ
き
、
其
の
傾
斜
を
計
ム
り
式
仰
を
適
用
す
る
と
主
は
、
共
の
震
波
線
の
射
出
角
を
知
る
事
が
出

京市る。此
庭
に
注
意
す
べ
き
は
、
第
一
闘
の
走
時
曲
線
は
如
何
に
も
地
球
の
表
面
に
於
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
周

よ
ム
リ
得
た
る
射
出
角
は
第
二
層
の
表
面
に
於
け
る
値
と
す
る
方
が
地
表
に
於
け
る
値
と
す
る
よ
'
り
も
透
か
に
遁
嘗
で
あ
る

事
は
第
一
層
の
速
度
が
第
二
層
に
比
し
て
甚
だ
小
な
る
事
と
震
波
が
第
二
屠
を
遁
過
す
る
道
程
が
第
一
一
層
の
そ
れ
よ
ιりも

蓬
か
に
大
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
注
意
す
れ
ば
明
か
で
あ
る
。

次
に
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
の
深

3
を
四
十
粁
と
し
‘
共
の
中
に
於
け
る
縦
波
の
平
均
速
度
を
五
・
五
粁
毎
秒
と
す
れ
ば
、

モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
を
震
波
が
遜
過
す
る
に
要
す
る
時
間
が
知
れ
る
。
此
の
時
聞
は
震
央
に
於
℃
最
短
に
し
て
、
之
を
遠

ゴ
か
る
に
従
ひ
て
徐
々

K
増
加
し
、
.
路
一
一
由
貼
の
近
傍
に
於
て
其
の
増
し
方
を
速
め
、
共
の
後
は
殆
ん
ど
一
定
の
値
を
取

b

て
幾
分
減
小
す
る
。

然
れ
ば
?
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
の
た
め
に
還
る
L
時
間
の
曲
線
を
描
け
ば
、
之
に
依
hJ
て
前
閏
の
走
時
曲
線
を
第
二
層
の

表
面
に
於
け
る
走
時
曲
線
に
特
使
形
す
る
事
が
出
来
る
。

倫
叉
或
る
一
定
の
震
波
を
受
く
べ
き
』
地
黙
は
第
二
屠
の
表
面
に
於
℃
は
、
地
表
に
於
け
る
よ
'
り
も
何
れ
も
幾
分
震
央
勅

一一一一
ι



の
方
へ
移
動
す
ペ
一
含
で
あ
る
。
此
の
補
正
を
作
国
的
に
行
ム
事
が
出
来
る
が
此
庭
に
論
ず
る
事
に
関
し
て
は
も
誤
差
の
範

一一一六

閣
に
属
す
る
が
故
に
省
略
し
た
。

震
源
の
深

3
F一
求
む
る
た
め
計
算
に
必
要
な
る
諸
量
を
左
に
記
す
。

第

九九円円豆E 轡
d!l 曲のモのモ柿 モ

度表f埠両速コ示ヲ官ピッ半径*" * の E車ロ'}E ロ 待勘曲 A 
ピ ピ の
ッ;1:全チ 震

G迄，値z ツの央
下f「ぜ地球的行υ()居制値官イ?16h立?芭誼: 門芭 離〔芭距

縦

(ー〉 。波

o 0 0 ノ--L、.~ ーーー
曲七三、T": 0 一七八

二。ー o - 0 五
毛主

五七二二四 00'

横

(一)
波

i ムノ、 O • O • 1 O ーー-・
曲

三一 O 一九九
四二九 O 九ー O 五O 

線
三七六一七 O

-ノ

p 
J 

8 

一
曲

--:-、

O 線
O 

晶表 :こ

此
の
表
中
川
一
は
地
球
の
中
心
よ

。
第
三
屠
の
表
面
ま
で
の
距
離
に

し
て
、
地
球
の
宇
径
六
三
六
七
粁

よ

-oE
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
屠
の
厚
ぷ

四
十
粁
を
減
じ
た
値
で
あ
る
。
叉

町
一
口
第
二
日
腐
の
表
面
化
於
け
る
縦

田
氏
が
日
向
灘
地
震

(
昭
和
四
年
五
月

に
於
い
て
符
た
も
の
で
、
和
連
技
師
が
北
但
馬
地
震
の
調
査
の
際
求
め
た
値
に

波
及
び
横
波
の
速
度
に
じ
て
、
隼

'
等
し
い
。

計
算
の
結
果
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。

次
、
の
表
中
向
7n
は
第
二
日
腐
の
面
に
於
け
る
値
で
あ
る
が
、

E
は
地
表
か
ら
の
値
々
あ
る
。

前
に
著
者
は
地
表
で
得
、
た
走
時
曲
線
を
第
二
居
の
表
面
で
得
た
も
の
に
引
き
直
す
と
主
広
、
震
央
距
離
に
関
す
る
補
正



源度出

角
(
綿
一
勺
曲
鮎
〉
一

増

加

率

一

の

深

さ

一

縦

波

に

閲

す

る

も

の

.
三
二
度
五

O
分

一

=一・
1

二
六
J

一

二
九
四
粁
一

横

波

に

闘

す

ろ

も

の

を
省
略
し
た
が
、
若
し
之
を
施
す

表三第

H k eo 

震速射

一
一
一
度
三
五
分

ニ
・
六
七

三
ニ

O
粁

と
3
は
十
数
粁
震
源
が
浅
く
な

る
。
日
疋
等
を
考
慮
に
入
れ
、
上
表

に
於
け
る
縦
波
.
横
波
の
二
っ
か

ら
得
た
震
源
の
深
ヨ
を
平
均
す
れ
ば
約
三
百
粁
と
な
'
り
、
其
の
誤
差
は
出
五
十
粁
位
で
あ
る
。

豆
、
震
波
の
各
深
さ
に
於
け
る
速
度
4

前
節
に
得
た
る
常
数
及
び
前
々
節
に
掲
げ
た
る
式
化
よ
p

り
て
、
地
殻
上
屠
の
各
深

3
に
於
け
る
縦
波
及
び
横
波
の
震
波
速
度
を
算
出
し
、
之
を
表
示
せ
ば
左
の
如
く
な
る
。

第
四
表

各
深
3
の
震
波
速
度
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六
、
震
源
の
運
動
の
碗
究
(
断
居
地
震
な
る
己
と
)

三
二
七



三
三
永

の
で
あ
っ
た
P

而
し
て
北
は
奥
羽
川
地
方
ょ
。
南
は
牽
湾
に
至
る
ま
で
明
瞭
に
議
み
取
る
事
が
出
来
た
。
(
第
一
表
及
び
第
三

初
動
方
向
よ
リ
見
た
る
震
源
の
運
動

此
の
地
震
は
著
者
が
数
年
来
経
験
せ
る
地
震
中
最
も
初
動
方
向
の
明
か
な
も

国
参
照
)

口
総
に
示
せ
る
が
如
〈
、
震
央
の
近
傍
は
或
る
特
殊
の
方
面
を
除
く
の
外
、
極
め
て
大
に
し
℃
、
潮
岬
等
の
上
下
分
動

は
共
の
記
象
の
最
大
振
幅
を
一
不
し
℃
ゐ
る
由
若
し
斯
く
の
如

3
大
な
る
初
動
を
無
漉
せ
る
も
の
が
あ
ι
り
と
せ
ば
、
そ
は
地

震
記
象
の
令
部
を
無
線
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
も
過
言
に
あ
ら
コ
る
ぺ
し
。
而
か
も
今
同
の
如
く
庚
汎
に
百
一
'
り
て
一
一
讃
み

取
れ
た
る
初
動
は
、
決
し
て
験
震
上
等
閑
減
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
ふ
。

深
い
所
ょ
，
o
殺
し
た
震
波
に
闘
し
℃
.
初
動
方
向
を
徐
p

り
に
重
大
規
す
る
事
は
、
顧
慮
す
べ
き
も
の
、
如
く
思
は
れ
る

が
、
初
動
よ
み
仮
想
し
た
震
源
の
運
動
か
ら
し
℃
、
地
震
記
象
の
有
様
が
会
館
と
し
て
、
且
つ
凡
て
の
方
面
に
つ
主
て
A口

理
的
に
設
明
づ
け
ら
れ
る
に
於
℃
は
、
此
の
事
よ
'
り
し
て
震
源
の
運
動
を
論
ず
る
は
蓋
し
蛍
を
得
た
る
事
'y
コ
一
員
ば
ね
ば
な

ら
な
い
。

命
一
ニ
一
目
し
て
置
主
だ
き
事
は
著
者
が
此
庭
に
論
ぜ
ん
と
す
る
事
は
、
震
源
の
運
動
の
会
館
で
あ
っ
て
、
山
平
に
後
震
の
際

に
於
け
る
震
波
殺
生
の
機
巧
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

今
第
一
表
に
記
載
せ
る
初
動
方
向
を
開
示
す
れ
ば
第
三
国
の
如
く
な
る
。
此
の
園
乞
見
る
に
初
動
は
明
か
に
三
つ
の
区

域
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
其
の
境
界
線
を
引
け
ば
叫
州
、

P
Q線
の
如
く
な
る
べ
し
。



第三園初動分布園



O 

扱、

U
M線
の
東
部
の
初
動
は
震
央
に
集
る
方
向
の
下
動
に
し
℃
、
町
剣
線
の
西
方
の
部
も
亦
同
様
な
h
ノ
ロ
然
る
に
此

の
雨
線
の
中
間
は
震
央
よ
pnJ
礎
散
せ
る
向
き
の
上
動
で
あ
る
。

断
層
線

日
川
線
の
東
部
の
初
動
が
前
述
の
如
〈
震
源
鈷
に
集
る
が
故
に
、
今
震
源
に
於
て
下
向
の
運
動
が
行
は
れ
た
と

す
れ
ば
、
之
等
の
初
動
は
容
易
に
説
明
が
つ
く
。

叉
L
M
線
以
西
の
初
動
は
震
源
貼
か
ら
殺
散
し
た
方
向
を
取
る
が
故

ι、
震
源
黙
に
於
い
て
上
向
の
運
動
が
行
は
れ
た

と
す
れ
ば
之
も
亦
正
確
に
解
制
作
が
出
来
る
。

然
れ
ば
震
源
姑
に
於
て

M
M線
の
東
側
は
下
動
、
西
側
は
上
動
即
ち
断
層
震
源
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
町
川
町
線
以
東

の
初
動
は
凡
℃
満
足
す
る
。
斯
か
る
が
故
K
L
M
線
を
断
層
線
即
ち
震
源
の
断
層
面
の
延
長
が
地
表
と
交
は
る
線
な
'
り
と

限
定
す
る
。

縦
波
節
線
次
に

P

Q
な
る
初
動
の
反
す
る
線
に
つ
い
℃
、
解
務
を
血
〈
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
に
想
定
せ
る
運
動
を

震
源
が
な
し
た
も
の
'
と
す
れ
ば
、
震
源
黙
に
於
い
て
断
層
線
の
西
側
は
上
向
主
の
移
動
を
せ
る
が
故
に
、
此
の
迩
動
の
方

向
に
垂
直
な
る
面
内
に
注
行
す
る
波
線
の
描
く
面
と
地
表
面
と
の
交
線
が
P

Q
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、

P

Q
線
の
西
側

の
部
分
は
下
動
に
し
て
震
央
に
牧
飲
す
る
如
β
方
向
を
取
る
べ
主
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
し
て
記
象
上
に
表
は
れ
た
る
初
動
の
向

3
は
、
凡
で
説
明
づ
け
ら
れ
力
。
更
に
仔
細
に
大

3
3
等
に
注
意

す
る
も
、
断
層
震
源
の
限
定
に
決
し
て
矛
盾
す
る
所
は
な
い
。



扱
五
日
々
が
地
震
観
測
に
関
し
て
知
人
り
符
る
も
の
は
地
表
面
の
僚
件
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
著
者
が
偲
定
し
た
震
源
の
断

層
的
移
動
は
、
初
動
た
る
地
表
面
上
の
侠
件
の
凡
℃
に
関
し
て
漏
足
を
輿
へ
る
。
然
れ
ば
前
に
推
定
せ
る
断
層
震
源
な
。

と
い
ふ
事
は
或
る
程
度
迄
信
ぜ
ゴ
る
を
符
な
い
。

一一設を
更
に
抜
め
℃
、
断
層
震
源
の
迩
動
は
立
〈
の
第
一
振
動
が
主
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
後
は
共
の
徐
勢
の
弾
性
的
振

記
象
型
と
震
源
の
運
動

前
節
に
述
べ
た
る
が
如
く
P
相
初
動
の
全
般
に
亙
っ
て
満
足
許
血
〈
へ
た
震
源
の
運
動
の
臆

動
が
附
剛
日
暦
面
に
卒
行
な
方
向
に
の
み
行
は
れ
た
も
の
と
す
。

此
の
仮
定
を
詮
明
す
る
第
一
段
と
し
て
、
震
源
の
運
動
が
断
屠
面
に
平
向
な
方
向
以
外
の
向
車
を
取
ら
な
か
っ
た
と
と

を
説
明
す
る
。

P
相
節
線
型

直
な
る
面
の
延
長
方
向
を
考
ふ
る
に
、
此
の
方
向
に
は
縦
波
の
ヱ
ネ

Y

ギ
ー
は
零
な
る
故
に
、
記
象
上

p
相
は
板
め
て
小

3
く
あ
る
べ

3
で
あ
る
。
而
し
て
此
庭
に
考
へ
て
ゐ
る
断
層
震
源
に
針
し
て
は
‘

P

Q線
の
近
傍
に
此
の
記
象
付
額
は
る

果
し
て
此
慮
に
般
定
せ
る
が
如

3
震
源
の
運
動
な
ら
ば
、
断
層
面
に
垂
直
に
し
て
且
つ
迩
動
方
向
に
垂

や
へ
き
」
で
あ
る
。
且
つ
叉
此
の
方
向
に
治
し
て
横
波
の
エ
ネ

Y
ギ
ー
は
最
大
な
る
べ
う
が
故
に
和
達
技
師
の
所
謂
B
型
が
穎

出
す
べ
き
で
あ
る
。
漏
岡
、
長
崎
等
の
記
象
乞
見
る
に
、
果
し
て
ヨ
う
で
あ
る
。
著
者
は
此
の
記
象
型
を
震
源
の
運
動
に

立
脚
し
て
P
相
節
型
と
名
命
す
。
(
第
四
国
国
参
照
)

若
し
震
源
に
於
い
て
断
層
面
以
外
の
方
向
に
、
或
る
運
動
が
行
は
れ
た
正
す
れ
ば
、
第
三
固
に
於
け
る
P
相
節
線
な
る

一一一一一一一
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町
川
町
線
の
位
置
は
直
ち

K
特
使
化
す
ぺ
し
。
此
の
運
動
の
務
化
が
一
分
以
内
に
行
は
れ
た
〉
一
す
れ
ば
、
此
の
地
震
に
於
い
て

は
長
崎
、
一
服
岡
等
の
初
期
微
動
時
間
は
七
十
秒
な
る
が
故
に
、

p
相
中

K
第
二
段
の
運
動
の

P
波
の
た
め
の
或
る
ヱ
ネ
戸

ギ
ー
の
出
現
を
見
る
ベ

3
で
あ
る
。

然
る
に
P
相
の
ヱ
ネ

Y
ギ
ー
は

S
相
に
至
る
迄
、
一
服
岡
.
長
崎
等
極
め
て
微
小
に
し
て
務
化
を
見
な
い
。
(
第
四
国
m
a
g

昭
一
)
之
震
源
の
運
動
は
断
層
面
以
外
の
向

3
を
取
ら
、
ぎ
る
事
を
詮
す
る
重
要
な
る
事
項
で
あ
る
。

詮
明
の
第
二
段
付
第
一
振
動
が
主
な
も
の
で
あ
る
と
い
ム
事
で
あ
る
。

若
し
も
第
一
振
動
が
主
な
も
の
で
あ
る
な
ら
¥
ば
、
断
層
線
の
震
央
の
近
傍
に
於
け
る
記
象
ば
初
動
が
最
大

断
層
線
型
A

で
あ
る
べ
主
で
あ
る
。
此
の
事
は
口
総
の
記
象
及
び
第
四
回
I
(
潮
岬
)
の
記
象
等
に
見
る
事
が
出
来
る
。
此
の
記
象
型
i

は
垂
直
断
屠
震
源
の
場
人
口
震
央
に
近
い
所
に
見
る
事
の
出
来
る
型
で
あ
る
か
ら
之
を
断
層
線
型
A
し
し
名
づ
け
る
。

以
上
で
詮
明
は
絡
っ
た
の
で
あ
る
が
命
記
象
型
に
つ
う
て
少
し
く
述
ベ
ヱ
う
vf-

思
ム
。
記
象
型
ー
は
前
述
の
如
く
震
央

の
近
傍
に
見
る
刑
主
で
あ
る
が
、
・
次
第
に
震
央
を
離
れ
る
に
従
ひ
て

P
相
の
b
v

動
は
減
少
す
る
が
故
に
中
間
型
と
し
て
第
四

固
化
翠
げ
た
町
の
型
が
現
は
れ
て
来
叫
へ
主
も
の
で
あ
る
。

更
に
法
行
に
行
主
途
に

p
相
節
線
に
達
す
れ
ば
P
相
の
エ
ネ
Y

ギ
ー
が
零
と
な
る
が
故
に
記
象
型
凹
が
現
ば
れ
る
。
ー

か
ら
凹
迄
は
各
般
の
特
使
化
を
す
る
事
は
な
く
順
次
滋
形
な
す
も
の
で
あ
る
。
杢
図
の
記
象
に
つ

3
て
此
の
事
は
明
瞭
に
見

る
事
が
出
来
る
。



三
三
四

-
次
に
断
層
線
の
延
長
上
の
記
象
に
注
意
す
る
に
、
震
央
に
割
合
に
遅
い
所
で
あ
る
に
、

p
相
の
エ
ネ
Y

ギ
ー
が
極
め
て

減
衰
せ
る
を
見
る
。
即
中
旬
高
山
、
松
本
、
長
野
等
に
見
る
事
が
出
来
る
。
(
第
四
国
日
)
此
の
方
面
の
記
象
付
多
少
特
長
を

有
す
る
が
故
に
之
を
断
層
線
型
B
と
名
づ
け
た
。

断
層
線
型
B
は
P
相
節
線
型
に
よ
ぺ
似
た
記
象
型
で
あ
る
が
其
の
異
な
る
所
は
前
者
に
於
て
は
断
層
面
の
雨
側
か
ら
来

る
波
の
干
渉
の
免
に
、

p
相
中
に
種
々
複
雑
な
る
務
節
相
が
現
は
れ
る
が
後
者
に
於
て
は
之
を
見
る
事
な
し
(
第
四
国
H

山
)叉

前
者
に
於
て
は
8
相
の
エ
ネ
戸
ギ
ー
が
中
々
減
哀
し
な
い
が
後
者
は
極
め
て
速
か
に
減
少
す
る
。
命
叉
初
動
は
共
に

小
な
る
が
故
に
乱
れ
勝
ち
で
あ
る
が
、
前
者
の
方
が
乱
れ
方
が
甚
だ
し
い
。
例
へ
ば
長
野
の
グ
イ
I

へ
Y

ト
地
震
計
の
如

さ
は
賓
に
完
全
に
動
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
其
の
初
動
は
第
一
表
並
び
に
第
三
固
に
一
不
す
が
如
く
東
南
の
下
動
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
初
動
が
震
央
乞
向
か
な
い
場
合
は
相
蛍
の
一
理
由
が
あ
る
も
の
な
れ
ば
、
初
動
が
震
央
を
向
か
ぬ
か
ら
と
い

っ
て
一
一
概
に
初
動
は
営
に
な
ら
ぬ
も
の
と
断
定
す
る
事
吋
出
来
な
い
。
著
者
は
長
野
の
グ
イ
I

へ
Y

ト
地
震
計
が
完
全
に

動
い
て
ゐ
る
を
述
べ
た
が
)
地
震
計
が
よ
く
動
い
て
ゐ
る
か
否
か
は
、
初
動
を
取
扱
y
p
土
に
重
要
な
る
事
柄
で
あ
る
か
ら

二
一
一
口
述
べ
る
と
と
に
す
る
。

グ
イ
ー
へ

Y

ト
地
震
計
の
故
障
の
十
中
七
、
J

八
は
ダ
ン
バ
ー
の
故
障
で
あ
る
.
此
の
事
は
脈
動
の
書
き
振
h
及
び
タ
イ

ム
チ
ッ
ク
の
際
に
於
け
る
柿
針
の
反
h
具
合
で
見
る
事
が
出
来
る
。
若
し
タ
イ
ム
チ
ヅ
ク
の
絡
つ
売
後
描
針
が
直
ち
忙
静



止
線
に
複
蹄
す
る
と
'
ど
な
く
徐
々
に
復
し
た
と
す
れ
ば
、
ダ
ン
メ
ー
が
何
一
庭
に
か
燭
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如

き
場
合
は
地
震
計
の
戚
度
著
し
く
減
少
す
る
が
故
に
一
般
に
初
動
及
び
後
震
時
は
あ
て
に
な
ら
な
い
。

最
後
に
注
意
す
べ

3
と
と
は
、
記
象
型
は
震
源
の
機
巧
と
観
測
所
と
の
位
置
的
関
係
に
よ
p

り
て
定
安
る
も
の
な
る
が
故

に
、
和
達
技
師
の
言
付
れ
る
如
く
、
本
州
中
部
地
方
以
来
に
は
A
型
即
ち
第
四
国
I
型
は
現
は
れ
な
い
な
ぞ
と
い
ム
事
は

な
い
筈
で
あ
る
。
只
に
同
技
師
が
終
験
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
の
事
で
、
今
同
等
は
八
丈
島
、
沼
津
、
布
良
.
模
演
東
京
等

の
上
下
動
は
皆
和
達
氏
の

A
型
で
あ
の
。
水
平
動
一
も
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
A
型
民
近
い
も
の
が
多
い
。

三
水
卒
移
動
と
考
へ
ら
れ
ざ
る
節
々
、
此
慮
に
論
じ
よ
う
と
す
る
と
と
は
、
三
百
粁
と
い
ム
深
い
所
に
於
い
て
垂
直
断

層
及
び
水
平
移
動
動
の
何
れ
が
可
能
性
が
多
い
か
と
い
ム
問
題
で
は
な
い
。
唯
に
記
象
型
の
上
ょ
，
h

見
て
何
れ

p-H一
品
と
す

ぺ
主
か
の
問
題
で
あ
る
。

震
源
に
於
い
て
水
平
移
動
が
行
は
れ
た
と
限
定
す
る
も
、
震
央
附
還
の
初
動
分
布
は
全
部
説
明
が
つ
く
、
の
み
な
ら
ず

s相
初
動
の
説
明
は
水
平
移
動
主
考
へ
る
方
が
震
央
の
近
傍
だ
け
に
就
い
て
云
ム
な
ら
ば
、
合
理
的
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
記
象
型
に
注
意
す
る
な
ら
ば
此
の
考
へ
は
直
ち
に
破
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
水
平
移
動
な
ら
ば
叫
川
線
は
P

相
節
線
な
る
が
故
に
口
総
に
一
不
す
が
如
き
大
な
る
初
動
は
、
現
は
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
叉
震
央
土
ム
ワ
八
一
九
百
粁
位
の
庭
へ

は
震
源
か
ら
水
平
に
出
た
P
波
が
出
現
す
べ
き
が
故
に
、
震
央
か
ら
其
の
距
離
に
あ
ろ
地
方
の
記
象
は
、

p
相
の
エ
ネ
U
F

ギ
ー
が
大
な
る
べ
主
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
前
越
せ
る
が
如
く
斯
く
の
如

3
現
象
乞
見
な
い
。

一
三
五



一一一↓六

叉
水
平
移
動
と
す
れ
ば
P

Q
線
以
西
の
初
動
の
説
明
が
困
難
で
あ
ら
う
口
日
疋
等
の
理
由
で
水
平
移
動
設
は
此
の
地
震
に

つ
い
て
は
是
認
出
来
な
い
。

最
後
に
小
野
博
士
の
プ
ロ
ヅ
ク
運
動
設
を
考
察
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。
然
し
攻
が
ら
之
に
一
遁
λ

り
の
解
緯
LV'

奥
へ
る
事

は
一
大
問
題
ぐ
あ
。
、
且
つ
多
く
の
観
測
の
後
震
時
の
精
確
な
る
事
本
必
要
と
す
る
故
中
々
困
難
な
問
題
で
あ
る
c

只
此
慮
に
は
プ
ロ
ッ
ク
運
動
に
賛
成
出
来
得
る
一
二
の
理
由
P
翠
げ
る
こ
と
に
す
る
。
其
の
第
一
一
口

p
波
の
見
掛
の
速

度
が
計
算
か
ら
し
た
値
よ
λ

り
も
、
震
央
の
近
傍
二
三
百
粁
位
の
所
に
い
て
、
速
過
ぎ
る
事
で
あ
る
。
第
二
は

P
1
8
波
に

つ
い
て
も
同
様
の
事
が
言
へ
る
の
で
あ
る
。
今
試
み
に
第
二
国
の
曲
線
に
於
い
て
、
震
央
よ
pn
ノ
三
百
五
十
粁
の
初
期
微
動

四
十
五
秒
を
符
、
震
央
の
初
期
微
動
三
十
六
秒
と
か
ら
‘
震
波
は
直
近
し
、
且
つ
初
期
微
動
は
震
源
距
雌
に
比
例
す
る
と

限
定
し
.
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
式
か
ら
震
源
の
深
3
を
求
む
る
時
は
賓
に
四
百
七
十
粁
と
い
ふ
大
な
る
値
を
得
る
。
是
一
知
よ

か
後
せ
、
ぎ
る
震
波
乞
一
知
よ
ιり
殺
し
た
と
限
定
せ
る
に
因
る
も
の
な
ら
ん
。

日
疋
等
は
プ
ロ
ッ
ク
運
動
に
加
携
す
る
事
柄
で
あ
る
。
史
に
震
央
の
近
傍
に
於
け
る

8
相
初
動
の
如

3
は
、
プ
ロ
ッ
ク
運

動
を
考
へ
ぎ
れ
ば
到
底
一
説
明
っ
か
ゴ
る
如
く
思
は
れ
る
。

命
著
者
は
震
源
の
運
動
か
ら
記
象
型
の
来
一
因
す
る
法
則
子
一
述
べ
た
が
，
仔
細
に
吟
味
す
る
時
は
各
観
測
所
の
あ
る
プ
ロ

ヅ
ク
が
記
象
型
に
影
響
す
る
如
く
思
は
れ
る
節
が
あ
る
。
即
ち
父
島
、
八
丈
島
、
北
海
道
‘
九
州
等
夫
々
特
色
が
あ
る
ら

し
く
、
見
へ
る
事
で
あ
る
。
プ
ロ
ヅ
ク
の
殺
震
機
巧
、
及
び
各
島
及
び
地
方
に
於
け
る
記
象
型
の
特
長
等
の
事
は
、
他
日



話
先
生
の
御
指
導
の
下
に
考
察
す
る
事
と
す
る
。

七

深
層
地
震
に
異
常
震
域
の
現
象
乞
件
ム
と
と
は
和
達
技
師
に
よ
A
り
て
よ
く
一
不
ヨ
れ
℃
ゐ

る
。
今
若
し
震
源
が
断
層
的
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
共
の
静
岡
然
の
結
果
と
し
て
各
波
の
ヱ
ネ

y
s、
I
配
布
は
一

断
層
地
震
と
異
常
震
域

裁
で
な
い
か
舌
で
あ
る
。

著
者
は
此
の
事
に
闘
し
て
次
の
如
く
考
へ
る
。
例
へ
ば
此
庭
に
卒
心
一
ア
ン
プ
を
置
く
な
ら
ば
其
の
照
度
は
方
向
に
よ
。

て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
震
源
に
卒
心
ラ
ン
プ
を
置
き
て
、
般
に
地
殻
が
透
明
躍
で
あ
る
と
想
像
す
れ
ば
、
地
表
上
に

於
て
受
け
る
照
度
は
震
央
ょ
。
同
一
距
離
に
あ
る
も
異
な
る
誇
で
あ
る
。

平
心
が
断
層
面
の
向
主
に
置
か
れ
た
と
す
れ
ば
.
断
層
線
上
初
震
央
を
離
れ
た
部
分
の
照
度
が
最
も
小

3
く
あ
る
べ

3

で
あ
る
。
果
せ
る
哉
今
同
の
地
震
に
於
て
最
も
震
度
の
弱

3
は
高
山
、
松
本
、
長
野
の
方
面
で
あ
る
。
而
し
て
最
も
照
度

の
張
い
と
考
へ
ら
れ
る
方
向
は
断
層
線
引
叫
に
垂
直
に
震
央
そ
通
過
す
る
線
の
方
面
で
あ
る
。
然
れ
ば
関
東
及
び
奈
良
腕

の
地
方
の
震
度
が
今
同
比
較
的
強
か
っ
た
事
は
、
説
明
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
気
象
要
覧
昭
和
四
年
六
月
競
参
照
)

然
れ
ど
も
関
東
が
特
に
著
し
い
震
度
を
一
不
す
る
こ
之
は
異
常
震
域
の
定
石
で
あ
る
。
然
れ
ば
疑
鱈
は
依
然
乏
し
て
残
る

の
で
あ
る
が
、
異
常
震
域
の
一
原
因
と
し
て
、
断
層
震
源
な
る
こ
と
も
注
意
す
ぺ
主
で
あ
る
と
著
者
は
考
へ
る
の
で
あ
る
。

終
'
り
に
臨
み
、
本
調
売
に
闘
し
穏
々
有
金
な
る
御
抗
意
、
御
助
合
一
円
少
一
賜
っ
た
岡
田
蚕
長
に
深
厚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
る
。

三
三
七



山
和
連
清
夫

間
和
達
清
夫

間
一
和
達
清
夫

凶
鷺
坂
清
信
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文

献

用

「
深
層
地
震
の
存
在
と
共
の
研
究
」

「
深
層
地
震
の
研
究
」
(
其
の
二
)

同

(
其
の
一
二
)

「
昭
和
三
年
五
月
二
十
一
日
東
京
湾
地
震
調
査
」
(
附
地
震
記
象
型
の
研
究
)

第
二
輯
第
六
巻
第
六
銃

気
象
集
誌

気
象
集
誌

同

第
二
輯
第
五
巻
第
六
銃

第
二
輯
第
六
各
第
五
競

三
三
八

気
象
集
誌
第
二
輯
第
六
巻
第
九
銃

守主


